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モニタリングエージェントの移行
各 ESCインスタンスには、ESCがリカバリおよびスケーリング操作を制御できるように、そ
れをモニタするエージェントがあります。モニタリングエージェントの移行が必要なさまざま

なシナリオを次に示します。

1. ローカルから分散型への移行

次に例を示します。

新しい D-MONAをデータセンターに導入する場合。

2. 分散型からローカルへの移行

次に例を示します。

ソフトウェアアップグレードを実行する場合。

3. 分散型から分散型への移行

次に例を示します。

ロードバランシングを実行する場合。

4. 分散型から分散型への多数のインスタンスの迅速な移行

次に例を示します。

ディザスタリカバリ

このセクションでは、VNFインスタンスの主要機能に影響を与えることなく、モニタリング
エージェントを移行し、仮想化（リカバリ/スケーリング）への影響を最小限に抑える APIに
ついて説明します。
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この APIは、モニタリング更新を処理するために次の 3つの手順を実行します。

•モニタリングの無効化

•サービスモデルの更新

•モニタリングの再有効化

モニタリング移行 APIの実行
メソッドタイプ：

GET

VNFMエンドポイント：
{http_scheme}://{api_root}/vnflcm/v2/ext/vnf_instances/{vnfInstanceId}/monitoring/migrate

HTTP要求ヘッダー：
Content-Type: application/json

JSONペイロードの例を次に示します。

D-MONAインスタンス（dmona1）にモニタリングを移行するためのVnfMonitoringペイロード
の例：

{
"monitoring_agent": "dmona://dmona1",
"key": "MONITORING_AGENT"

}

ローカルMONAにモニタリングを移行するための VnfMonitoringペイロードの例：
{
"monitoringAgent": "dmonaName://local_mona",
"key": "MONITORING_AGENT"

}

ESC内の中央MONAコンポーネントを表す新しい文字列値が導入されます。以前の API
によるローカルMONAへの移行に使用されます。

（注）

移行要求でサポートされているのは、次の属性名とデータ型です。
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表 1 :

説明データタイプ属性名

モニタリングエージェントの

展開識別子。エージェントが

ESCに対してローカルである
場合、文字列は

dmonaName://local_monaに設定

する必要があります。

識別子monitoring_agent

これは、モニタリングエー

ジェントの値を保存するキー

です。初期展開でモニタリン

グエージェントを識別するた

めに使用されるキーと一致し

ている必要があります。ただ

し、VNFDにエージェント定
義が含まれていない場合、

キーはエージェント参照が保

存される新しいKeyValueペア
を参照します。そうでない場

合は、既存の値を更新しま

す。

提供されたキーが、

モニタリングエー

ジェントを指定する

ために使用される最

初のキーと一致しな

い場合、新しいキー

が作成され、

VnfInstanceに対する
新しい値が保存され

ます。モニタリング

エージェントの新し

い値を指定せずに展

開を終了し、再イン

スタンス化した場合

は、古い値が使用さ

れますが、これは要

求されている結果で

はない可能性があり

ます。

（注）

IdentifierInVnfdkey
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移行中の VNF通知
移行の要求を受信すると、ESCは特定の VNFの LCM操作の通知を送信します。

開始通知の例を以下に示します。

{
"vnfInstanceId": "fd0bcc11-3f22-4c91-b363-1def72619db8",
"timeStamp": "2020-07-23T08:38:47.876Z",
"isAutomaticInvocation": false,
"notificationType": "InfrastructureOperationOccurrenceNotification",
"operationState": "STARTING",
"notificationStatus": "START",
"vnfLcmOpOccId": "143cfc34-cc14-414d-9374-d70d01ae7b5a",
"_links": {

"vnfInstance": {
"href":

"https://172.16.235.30:8251/vnflcm/v2/vnf_instances/fd0bcc11-3f22-4c91-b363-1def72619db8"

},
"vnfLcmOpOcc": {

"href":
"https://172.16.235.30:8251/vnflcm/v2/vnf_lcm_op_occs/143cfc34-cc14-414d-9374-d70d01ae7b5a"

},
"subscription": {

"href":
"https://172.16.235.30:8251/vnflcm/v2/subscriptions/e54d546a-6753-4f35-86fa-6ef8ac07a9de"

}
},
"subscriptionId": "e54d546a-6753-4f35-86fa-6ef8ac07a9de",
"operation": "MONITORING_MIGRATION",
"id": "6b737d3f-a485-46d9-9276-6802eb48decd"

}

必要に応じて、他の通知を登録できます。

移行APIは、既存のサブスクリプションエンドポイントの拡張であり、他のすべてのLCM
操作では VNFMが推奨されます。

（注）

サブスクリプションの詳細については、「ETSI LCM操作のアラームと通知」の章の「通知へ
の登録」を参照してください。

エラーのシナリオ
ETSIは、すべての ETSI VNFライフサイクル管理（LCM）操作に対して、次のエラー処理手
順を呼び出します。

VNFライフサイクル管理のエラー処理手順の詳細については、「エラー処理手順」の章を参照
してください。
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新しいプロパティ monitorMigration.terminalStateOnErrorが ETSIサービスに追加され、ESC
が移行を実行中にエラーが発生した場合の処理が決定されます。

ETSI-VNFMの動作

結果の LcmOpOcc状態

*
1

結果の

LcmOpOcc状態

ETSI-VNFM
の動作

ESCの動作エラー/中断

ETSI-VNFMの動作

•操作を FAILlEDに
移動

• ESCからのエラー
メッセージを含む問

題の詳細を通知しま

す。

結果の LcmOpOcc状態

FAILED

FAILED_TEMP•操作を
FAILED_TEMP
に移動

• ESC
Manager
からの

エラー

メッ

セージ

を含む

問題の

詳細を

通知し

ます。

•検証エラーを送
信

•サービス更新リ
クエストを拒否

検証エラー

ETSI-VNFMの動作

•操作を FAILlEDに
移動

• ESC Managerからの
エラーメッセージを

含む問題の詳細を通

知します。

結果の LcmOpOcc状態

FAILED

FAILED_TEMP•操作を
FAILED_TEMP
に移動

• ESC
Manager
からの

エラー

メッ

セージ

を含む

問題の

詳細を

通知し

ます。

• VMのいずれか
が
VM_MONITOR_UNSET_STATE
になっている場

合、ESCManager
は移行をモニタ

リングするサー

ビスの更新を拒

否します。

モニタリン

グがすでに

設定解除さ

れている

モニタリングエージェントの移行
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ETSI-VNFMの動作

•操作をCOMPLETED
に移動

•通知を送信

結果の LcmOpOcc状態

COMPLETED

COMPLETED•操作を
COMPLETED
に移動

•通知を
送信

•モニタの設定解
除が暗黙のうち

に失敗します。

•既存のモニタリ
ングエージェン

トからルールを

削除できませ

ん。

•展開を更新しま
す。

•サービス更新の
成功通知を送信

します。

•新しいモニタリ
ングエージェン

トにモニタを設

定します。

• VM_SET_MONITOR_STATUS
および
SVC_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

モニタリン

グの設定解

除が失敗

モニタリングエージェントの移行

6

モニタリングエージェントの移行

エラーのシナリオ



ETSI-VNFMの動作

• ESC Managerからの
エラーメッセージを

含む問題の詳細を通

知します。

•ロールバックプロセ
スを開始

（ROLLING_BACK）

結果の LcmOpOcc状態

ROLLING_BACK→
ROLLED_BACK

FAILED_TEMP•操作を
FAILED_TEMP
に移動

• ESC
Manager
からの

エラー

メッ

セージ

を含む

問題の

詳細を

通知し

ます。

•既存のモニタリ
ングエージェン

トのモニタを設

定解除します。

•展開の更新が失
敗します。

•サービス更新の
失敗通知を送信

します。

•展開が実際に更
新されたかどう

かに基づいて、

既存または以前

のモニタリング

エージェントに

モニタを設定し

ます。

• VM_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

• SVC_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

サービス更

新の失敗

モニタリングエージェントの移行

7

モニタリングエージェントの移行

エラーのシナリオ



• ESC Managerからの
エラーメッセージを

含む問題の詳細を通

知します。

•ロールバックプロセ
スを開始

（ROLLING_BACK）

結果の LcmOpOcc状態

ROLLING_BACK→
ROLLED_BACK

FAILED_TEMP•操作を
FAILED_TEMP
に移動

• ESC
Manager
からの

エラー

メッ

セージ

を含む

問題の

詳細を

通知し

ます。

•既存のモニタリ
ングエージェン

トのモニタを設

定解除します。

•展開を更新しま
す。

•サービス更新の
成功通知を送信

します。

•モニタの設定が
失敗 -新しいモ
ニタリングエー

ジェントへの

ルールの追加に

失敗します。

•障害状態
VM_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

•同じモニタリン
グエージェント

を持つ他の VM
のモニタの設定

をスキップしま

す。

•部分的な障害/障
害通知とともに
SVC_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

モニタの設

定に失敗

該当なし該当なし該当なし• ETSIは、未設定
のモニタの障害

時はロールバッ

クしません。

モニタの設

定解除が失

敗（ロール

バック）

モニタリングエージェントの移行

8

モニタリングエージェントの移行

エラーのシナリオ



ETSI-VNFMの動作

•操作を
FAILED_TEMPに移
動

• ESC Managerからの
エラーメッセージを

含む問題の詳細を通

知します。

結果の LcmOpOcc状態

FAILED_TEMP

FAILED_TEMP•操作を
FAILED_TEMP
に移動

• ESC
Manager
からの

エラー

メッ

セージ

を含む

問題の

詳細を

通知し

ます。

•サービス更新が
失敗したときに

展開設定が新し

いモニタリング

エージェントで

更新された場

合、サービス更

新のロールバッ

クによって以前

のモニタリング

エージェントが

復元され、以前

のモニタリング

エージェントで

モニタの設定が

試行されます。

•サービス更新の
失敗が原因で展

開設定が更新さ

れなかった場

合、ESCManager
はサービス更新

のロールバック

を受け入れませ

ん（更新される

ものがないと、

サービス更新は

受け入れられま

せん）。

サービスの

更新が失敗

（ロール

バック）
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•操作を
ROLLED_BACKに
移動

•通知を送信

（注）：

ロールバックでは、サー

ビスレベル設定モニタ通

知ではなく、サービス更

新通知のみをチェックし

ます。

結果の LcmOpOcc状態

ROLLED_BACK

ROLLED_BACK•操作を
ROLLED_BACK
に移動

•通知を
送信

（注）：

ロールバック

では、サービ

スレベル設定

モニタ通知で

はなく、サー

ビス更新通知

のみをチェッ

クします。

•新しいモニタリ
ングエージェン

トのモニタの設

定を解除します

（展開設定がす

でに正常に更新

されているた

め）。

•以前のモニタリ
ングエージェン

トで展開を更新

します。

•サービス更新の
成功を送信しま

す。

•以前のモニタリ
ングエージェン

トでモニタを設

定します。

•成功/失敗状態を
示す
VM_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

•成功/失敗/部分
的な失敗状態を

示す
SVC_SET_MONITOR_STATUS
通知を送信しま

す。

モニタの設

定が失敗

（ロール

バック）

該当なし該当なし該当なしESCコアへの要求は
アトミックであるた

め、キャンセルを処

理できません。

キャンセル

操作（設定

解除中）

該当なし該当なし該当なしESCコアへの要求は
アトミックであるた

め、キャンセルを処

理できません。

キャンセル

操作（サー

ビス更新

中）
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該当なし該当なし該当なしESCコアへの要求は
アトミックであるた

め、キャンセルを処

理できません。

キャンセル

操作（設定

中）

1 monitorMigration.terminalStateOnErrorOutcomeフラグが True
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


